
Ｑ 
２
０
２
７
年
想
定
人
口
を 

維
持
す
る
た
め
の
考
え
は
。 

Ａ 

誰
も
が
安
全
安
心
に
暮
ら 

せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。 

問 

直
近
５
ヵ
年
で
の
本
市
の 

人
口
の
増
減
は
。 

市
民
部
長 

令
和
４
年
１
月
１ 

日
ま
で
の
５
年
間
で
１
９
２
１ 

人
減
少
し
て
い
る
。 

問 

直
近
５
ヵ
年
で
の
本
市
と 

県
内
上
位
９
都
市
と
の
転
入
、 

転
出
の
関
係
は
。 

市
民
部
長 

転
入
の
合
計
は
４ 

８
３
３
人
で
、
転
出
の
合
計
が 

４
９
５
７
人
。
転
出
が
１
２
４ 

人
上
回
っ
て
い
る
が
、
令
和
２ 

年
度
で
２
８
人
、
令
和
３
年
度 

で
は
３
６
人
転
入
が
上
回
っ
て 

い
る
。 

問 

直
近
５
ヵ
年
で
の
本
市
で 

の
外
国
人
の
住
民
登
録
の
推
移 

は
。 

市
民
部
長 

５
年
間
で
１
７
７ 

人
増
加
し
て
い
る
。 

問 

町
別
で
の
把
握
と
合
計
数 

は
。 

市
民
部
長 

令
和
４
年
４
月
末 

時
点
で
の
外
国
人
の
人
数
は
笠 

懸
町
で
５
６
７
人
、
大
間
々
町 

で
２
２
７
人
、
東
町
で
２
３
人 

。
合
計
で
８
１
７
人
を
登
録
。 

問 

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業 

者
に
対
し
て
で
き
る
事
は
。 

産
業
観
光
部
長 

県
で
は
働
く 

場
と
し
て
群
馬
県
が
選
択
さ
れ 

る
こ
と
を
目
指
し
て
群
馬
県
多 



文
化
共
生
共
創
カ
ン
パ
ニ
ー
認 

証
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。
本 

市
で
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い 

る
事
業
所
の
印
象
は
多
く
な
い 

が
、
企
業
訪
問
な
ど
を
し
な
が 

ら
認
証
取
得
事
業
者
が
早
期
に 

現
れ
る
よ
う
、
取
り
組
む
。 

問 

市
外
か
ら
の
転
入
が
市
外 

へ
の
転
出
を
上
回
る
た
め
の
具 

体
的
な
対
策
は
。 

総
務
部
長 

市
外
の
方
々
に
対 

し
て
も
、
本
市
に
お
け
る
子
育 

て
の
し
や
す
さ
、
住
み
や
す
さ 

を
発
信
す
る
。
民
間
事
業
者
が 

行
っ
た
県
内
街
の
住
み
こ
こ
ち 

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
３
位
と
い
う 

結
果
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本 

市
の
特
徴
、
強
み
に
加
え
近
隣 

都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や 

自
然
、
観
光
資
源
な
ど
も
効
果 

的
に
発
信
し
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ 

も
見
据
え
た
移
住
促
進
に
つ
な 

げ
る
。 

問 

市
内
の
防
犯
灯
、
防
犯
カ 

メ
ラ
の
設
置
状
況
は
。 

危
機
管
理
監 

令
和
４
年
３
月 

末
で
防
犯
灯
は
、
４
５
４
４
基 

で
笠
懸
町
２
１
９
２
基
、
大
間 

々
町
１
８
２
５
基
、
東
町
５
２ 

７
基
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
４
庁 

舎
や
主
要
４
駅
、
観
光
施
設
や 

小
中
学
校
な
ど
合
計
で
２
２
０ 

台
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

藤
生 

こ
れ
か
ら
の
共
生
社
会 

に
向
け
、
住
ん
で
い
る
人
が
お 

互
い
気
持
ち
良
く
生
活
で
き
る 



よ
う
、
計
画
的
な
設
置
を
望
む
。 

問 

２
０
２
７
年
想
定
人
口
４ 

万
９
６
０
０
人
を
維
持
す
る
た 

め
の
考
え
は
。 

市
長 

学
校
給
食
費
の
無
料
化 

を
始
め
と
す
る
教
育
、
子
育
て 

環
境
の
充
実
や
医
療
、
福
祉
、 

防
犯
施
策
の
推
進
な
ど
誰
も
が 

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ 

く
り
を
進
め
、
人
口
の
確
保
に 

努
め
る
。 


